
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
注
）
が
盛
ん
な
時
期

だ
っ
た
の
で
、
助
教
授
採
用
時
点
で
は
、
時
に
実

力
に
比
べ
て
も
女
性
が
有
利
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
上
は
女
性
が
少
な
か
っ
た
。

将
来
像
を
示
す
手
本
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
男
性
に
は
「
Ｏ
Ｂ
網
」
が
あ
り
、
目
に
見
え

な
い
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
米
国
細
胞
生
物
学
会（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
）で
は
、

女
性
の
若
手
指
導
者
が
中
心
に
な
っ
て
、「
Ｏ
Ｂ

網
」
に
対
抗
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
進
め
る
た
め
の

ハ
ウ
ツ
ー
講
座
の
よ
う
な
も
の（
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｂ：

W
om
en
in
C
ellB
iology

）を
主
催
し
て
い
た
。

女
性
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
発
表
す
る
機
会
も

少
な
く
、
女
性
の
発
表
者
を
入
れ
さ
せ
る
と
い
う

運
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
女
性
研
究
者

の
た
め
に
、
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｂ
内
に
表
彰
制
度
を
創
設
し
、

履
歴
書
に
書
け
る
受
賞
経
歴
を
増
や
し
て
女
性
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
。
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｂ
は
今
で
は
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｂ

の
重
要
な
公
式
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

Z
ena

よ
り
一
〇
年
若
い
世
代
に
な
る
と
、
優

秀
で
あ
れ
ば
か
な
り
道
が
開
け
た
。Suzanne

P
feffer

は
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
でP

h
.
D
.

取
得
後
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
に
移
り
、
比
較
的
若
い
う
ち
に
女
性

初
の
生
化
学
部
長
に
な
っ
た
。
彼
女
の
キ
ャ
リ
ア

の
早
い
時
期
に
女
性
の
ハ
ン
デ
が
緩
和
さ
れ
た
た

め
、
昇
進
が
早
く
上
の
世
代
を
追
い
越
し
た
面
も

あ
る
。
し
か
し
、
下
の
世
代
の
女
性
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
で
上
の
世
代
へ
の
波
及
効
果
も
あ
っ
た
。

D
.
B
ainton

はZ
ena

よ
り
さ
ら
に
一
〇
年
上
で
、

Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
で
血
液
学
と
電
子
顕
微
鏡
の
限
ら
れ
た

領
域
で
一
部
の
関
係
者
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ
て

研
究
を
続
け
て
き
た
が
、
五
〇
代
半
ば
で
病
理
学

部
長
に
抜
擢
さ
れ
、
現
在
は
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
副
学
長

を
し
て
い
る
。
穏
や
か
な
人
柄
で
、
学
部
長
に
な

っ
た
時
に
女
性
も
含
め
て
周
囲
が
び
っ
く
り
し
た

く
ら
い
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
女
性
研
究
者
は
恵
ま
れ
た
環
境
に

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
非
常
に
が
ん
ば
っ

て
も
い
た
。
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
女
性

研
究
者
の
出
産
も
あ
っ
た
が
、
出
産
の
前
後
も
あ

ま
り
休
ま
ず
、
ま
た
全
般
に
自
宅
の
掃
除
の
よ
う

な
こ
と
は
家
政
婦
さ
ん
を
頼
ん
で
軽
減
化
を
図
る

の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

帰
国
後

さ
て
、私
は
留
学
し
て
五
年
目
でP

h
.
D
.

に
な

っ
た
。
博
士
論
文
の
内
容
を
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
ポ
ス
タ

ー
で
発
表
し
た
時
、ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
のG

eorge

P
alade

が
見
に
来
て
「
面
白
い
」
と
ほ
め
て
く

れ
た
の
が
、
記
念
の
思
い
出
で
あ
る
。
帰
国
後
は

John
H
euser

と
共
に
Ｑ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
法
を
発
展
さ

せ
た
廣
川
信
隆
先
生（
東
大
医
学
部
）の
指
導
の
下

で
細
胞
生
物
学
の
研
究
を
続
け
た
。
東
大
医
学
部
の

助
手
を
二
年
つ
と
め
た
後
、
虎
の
門
病
院
に
あ
る

�
冲
中
記
念
成
人
病
研
究
所
に
移
っ
た
。電
子
顕
微

鏡
以
外
に
も
手
法
を
広
げ
な
が
ら
、神
経
の
細
胞
骨

格
、軸
索
輸
送
の
モ
ー
タ
ー
分
子
な
ど
を
研
究
し
て

い
る
。ま
た
、東
大
医
学
部
の
非
常
勤
講
師
と
し
て

「
組
織
学
」を
担
当
し
て
い
る
。廣
川
研
究
室
は
世

界
一
流
の
研
究
室
で
、中
国
、韓
国
か
ら
多
く
の
留

学
生
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
ポ
ス
ド
ク
が
来
て
い
る
。

か
つ
て
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
は
小
さ
な
学
会
で
あ
っ
た
が
、

周
辺
分
野
を
取
り
込
ん
で
発
展
し
、
巨
大
な
学
会

に
な
っ
た
。
分
子
生
物
学
も
盛
ん
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
、

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
人
材
は
政
府
の
諮
問
委
員
会
や
バ
イ

オ
産
業
で
も
広
く
活
躍
し
て
い
る
。Suzanne

は
昨
年
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
会
長
、Z

ena

が
来
年
の
会

長
で
あ
る
。

細
々
と
で
は
あ
る
が
研
究
を
続
け
ら
れ
て
き
た

の
は
周
囲
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
石
坂
財
団
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

（注）アファーマティブ・アクション：少数民族や女性の社会的地位
の向上のために雇用・教育に関わる積極的な優遇措置をとること

Ph. D.取得時に研究室のみんなと
（前列中央がZena Werb、その右が筆者）（１９８４年）
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Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
へ
の
留
学

今
か
ら
二
五
年
前
、
私
は
石
坂
財
団
の
奨
学
生

と
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
校（
通
称
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）に
留
学
し
、P

h
.D
.

を
取
得
す
る
ま
で
五
年
間
を
過
ご
し
た
。
そ
の
頃

ア
メ
リ
カ
で
は
、
生
命
科
学
の
分
野
で
女
性
の
研

究
者
が
目
に
見
え
て
増
加
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

私
は
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
細
胞
の
抗
腫
瘍
活
性
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
た
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
のZ

ena

W
erb

に
連
絡
を
し
て
み
た
。
幸
い
に
も
実
験
病

理
学
の
博
士
課
程
に
入
学
す
れ
ば
彼
女
の
研
究
室

で
研
究
で
き
る
旨
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
の
で
早
速

応
募
し
た
と
こ
ろ
、
採
用
と
な
っ
た
。
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ

は
医
薬
系
だ
け
の
学
部
か
ら
な
る
規
模
の
小
さ
な

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
自
由
な
雰
囲
気
で
活
気
が
あ
り
、

誰
も
が
近
い
う
ち
に
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
ノ
ー

ベ
ル
賞
が
出
る
と
言
っ
て
い
た
。Z

ena

は
助
教

授
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
私
は
彼
女
の
二
人
目
の

大
学
院
生
で
あ
っ
た
。

留
学
途
中
か
ら
、
私
は
細
胞
生
物
学
へ
と
転
換

し
て
い
っ
た
。
細
胞
生
物
学
は
細
胞
内
の
細
胞
骨

格
や
膜
小
器
官
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
、

形
態
的
な
手
法
や
生
化
学
的
な
手
法
を
総
合
的
に

取
り
入
れ
て
解
明
し
て
い
く
分
野
で
あ
る
。
そ
の

頃
ア
メ
リ
カ
の
細
胞
生
物
学
は
発
展
期
で
、
Ｕ
Ｃ

Ｓ
Ｆ
は
主
要
な
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｃ

Ｓ
Ｆ
で
はJohn

H
euser

に
よ
っ
て
急
速
凍
結

デ
ィ
ー
プ
エ
ッ
チ（
Ｑ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
）法
と
い
う
電
子
顕

微
鏡
の
技
法
が
開
発
さ
れ
、
細
胞
内
の
構
造
を
数

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル（
nm
）の
解
像
度（
nm＝

一
〇
〇
万

分
の
一
mm
）
で
立
体
的
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
な
注
目
を
浴
び
て
い
た
。
私
は
マ
ク
ロ
フ
ァ

ー
ジ
を
こ
の
手
法
で
研
究
し
た
が
、
こ
の
技
法
を

学
ぶ
機
会
を
得
た
こ
と
は
非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
。

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
生
体
内
の
微
細
構
造
の
世

界
を
探
索
す
る
感
動
を
言
葉
で
う
ま
く
表
す
こ
と

は
難
し
い
。
実
験
系
は
研
究
費
の
確
保
が
大
変
で

あ
り
、
体
力
的
に
も
き
つ
い
が
、
真
理
を
自
分
の

手
で
確
か
め
る
こ
と
の
で
き
る
ぜ
い
た
く
な
職
業

で
あ
る
と
思
う
。

女
性
の
進
出
状
況
な
ど

ア
メ
リ
カ
で
は
女
性
で
あ
る
こ
と
を
あ
ま
り
意

識
せ
ず
に
研
究
に
打
ち
込
め
た
こ
と
が
あ
り
が
た

か
っ
た
。
当
時
、Z

ena

の
研
究
室
の
あ
っ
た
建

物
に
は
五
〜
六
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
入
っ
て
い
た

が
、そ
の
中
で
女
性
の
研
究
室
リ
ー
ダ
ー
はZ

ena

一
人
で
、
彼
女
が
一
番
若
か
っ
た
。
し
か
し
、
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
ま
で
含
め
る
と
女
性
の
方
が
人
数
が

多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
途
中
か
ら
建
物
内
の
男
性

専
用
の
ト
イ
レ
を
廃
止
し
て
共
用
に
す
る
こ
と
に

な
り
、
年
配
の
男
の
先
生
方
が
嘆
い
て
い
た
。

生
命
科
学
分
野
全
体
で
、Z

ena

の
よ
う
に
若

い
世
代
に
は
女
性
の
研
究
者
が
増
え
て
い
た
。
Ｕ

Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
博
士
課
程
の
大
学
院
生
や
ポ
ス
ド
ク
で

は
女
性
が
半
分
近
く
を
占
め
て
い
た
。
さ
ら
に
ア

生
命
科
学
で
活
躍
す
る

女
性
研
究
者
た
ち

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
第
四
回
生（
一
九
七
九
年
度
）。

一
九
七
七
年
東
京
大
学
薬
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
修
士
課

程
修
了
後
、
七
九
〜
八
四
年
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）大
学
院
博
士
課
程
に

留
学
。
八
四
年
六
月P

h
.D
.

。
東
京
大
学
医
学
部
解
剖

学
教
室
助
手
を
経
て
八
六
年
よ
り
冲
中
記
念
成
人
病
研
究

所
研
究
員
。
専
門
は
細
胞
生
物
学
。

竹
村
玲
子

た
け
む
ら

れ
い
こ

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長

故
石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
〇
カ
国
の
大
学
・
大
学

院
へ
一
五
四
名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

世
界
三
五
カ
国
四
二
九
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金

の
供
与
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

冲
中
記
念
成
人
病
研
究
所
研
究
室
長
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